
 師走の候を迎える時期となりました。前回から、8回シリーズで「高齢者の住い」を 
テーマに連載しています。今回は「高齢期の生活ステージと住い」についてお便りしております。 
 国の高齢期における住まいの方針は、施設型から「在宅型」に変っております。在宅といって 
も、「生活支援(相談)付」のサービス付高齢者住宅という新しい仕組みがこの10月より施行さ 
れました。しかし、何と言っても高齢期の転居は決断力の減少と体力減で難しいものです。 
在宅でお過ごしになるか転居は75歳前後までに決断されるのが望ましいでしょう。 
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① 高齢者の年代別ステージ 
   

  右図は60歳以上の生活ステー
ジと居住空間を示したものです。   

 見守りが必要となる75歳までに
は住宅の住替え判断が必要となる 

ようです。住み替えする人は介護
度と費用により、自分にあった施
設を選択することになります。 
基本は、自宅⇒介護施設⇒医療
施設となります。 
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③ タイプ別に見た高齢者施設・住宅 

現在、国の高齢
者の住まい施策
の基本は、「在
宅」です。 
しかし、自宅では
どうしても過ごす
ことのできない人
のための施設・
住宅が右のとお
りです。(一部) 
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特別養護老人ホーム

養護老人ホーム(措置)

有料老人ホーム
(主に介護が必要時)

住宅型集合ホーム

軽費老人ホーム(A)

サービス付高齢者賃貸住宅

ケアハウス(介護型)

認知症グループホーム

介護老人保健施設


